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１．概要：
　小津の監督作品において、原節子が「紀子」とい
う名の役（同一人物ではない）を 3作品にわたっ
て演じた、いわゆる「紀子三部作」の２本目にあた
る作品である。1949 年の『晩春』に引き続き、父
と娘の関係や娘の結婚問題を主なテーマにしている
が、本作ではそれがより多彩な人間関係の中で展開
されている。
　小津の前作『宗方姉妹』が公開された直後の
1950 年 9月から製作の準備が始まり、1951 年 6月
から同年 9月にかけて撮影が行なわれた。固定キャ
メラのイメージが強い小津としては珍しく、本作に
はクレーンショット注）を用いたシーンがひとつあり、
これは小津の全作品中でも唯一のものである。これ
は 2人の登場人物が並んで砂丘を歩いていくところ
を背後から撮ったシーンで、砂丘は高低差があるた
め、固定キャメラの場合は 2人が歩くにつれて画
面の中心から外れていってしまう。これを避けるた
め、撮影しながらキャメラをクレーンでゆるやかに
上昇させて、2人が常に画面の中央にいるようにし
た。すなわち、クレーンを使用する目的として一般
的な、キャメラを動かして構図を変化させる意図で
はなく、逆に構図を一定に保つためにクレーン撮影
を使っているのである。
　小津自身は、本作において「ストーリーそのもの
より、もっと深い《輪廻》というか《無常》という
か、そういうものを描きたいと思った」と発言して
おり、小津とともに脚本を担当した野田高梧は「彼
女（紀子）を中心にして家族全体の動きを書きた
かった。あの老夫婦もかつては若く生きていた。（中
略）今に子供たちにもこんな時代がめぐって来るだ
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ろう。そういう人生輪廻みたいなものが漫然とでも
感じられればいいと思った」と語っている。また本
作は戦後の野田・小津コンビ作品の中で野田自身が
一番気に入っていた脚本であり、野田は「『東京物語』
は誰にでも書けるが、これはちょっと書けないと思
う」とも発言していた。
　演出に関しては、小津は「さらさらと事件だけを
描いて、感情の動きや気持の移ろい揺ぎなどは、場
面内では描こうとせずに、場面と場面の間に、場面
外に盛り上げたい」「芝居も皆押しきらずに余白を
残すようにして、その余白が後味のよさになるよう
に」という狙いであると語っている。
公開後、キネマ旬報ベストテン第１位など数々の賞
を受けるとともに、『晩春』に続いて起用された原
と小津との結婚説が芸能ニュースを賑わせた。

２．あらすじ
　北鎌倉に暮らす間宮家は、初老にさしかかった植
物学者の周吉とその妻・志げ、長男で都内の病院に
勤める医師の康一、康一の妻・史子、康一と史子の
幼い息子たち 2人、それに長女で会社員の紀子とい
う大家族である。まだ独身の紀子は、親友のアヤか
ら同級生が結婚することになったという話を聞き、
紀子の上司・佐竹からも “売れ残り ”だと冷やかさ
れる。
　春のある日、周吉の兄・茂吉が大和から上京して
きた。茂吉は 28 歳になっても嫁に行かない紀子を
心配する一方、周吉にも引退して大和へ来いと勧め
て帰っていく。同じ頃、佐竹も紀子に縁談を持ち込
んできた。商大卒、商社の常務で四国の旧家の次男
となかなか良い相手のようで、紀子もまんざらでも
ない風である。
　縁談は着々と進んでいる様子で、康一の同僚の医
師・矢部の耳にもこの話が入ってきた。矢部は戦争
で亡くなった間宮家の次男・省二とは高校からの友
人だが、妻が一昨年に幼い娘を残して亡くなってお
り、母親・たみが再婚話を探しているのである。
　間宮家では、紀子の縁談の相手が 40 歳でしかも
初婚であることがわかり、志げや史子は不満を口に
するが、康一は「紀子の年齢では贅沢は言えない」
とたしなめる。

　やがて、矢部が秋田の病院へ転任することになっ
た。出発の前の夜、矢部家に挨拶に訪れた紀子は、
たみから「あなたのような人を息子の嫁に欲しかっ
た」と言われる。それを聞いた紀子は「あたしでよ
かったら…」と言い、矢部の妻になることを承諾す
るのだった。間宮家では皆が驚き、佐竹からの縁談
のほうがずっといい話ではないかと紀子を問いつめ
るが、紀子はもう決めたことだと言って譲らず、皆
も最後には了解する。
　紀子の結婚を機に、周吉夫婦も茂吉の勧めに従っ
て大和に隠居することにし、間宮家はバラバラにな
ることとなった。初夏、大和の家では、周吉と志げ
が豊かに実った麦畑を眺めながら、これまでの人生
に想いを巡らせていた。

３．「麦秋」をめぐる批評と分析
　映画評論家の佐藤忠男は、本作について「小津自
身の感慨が反映されている」と考察している。小津
は生涯独身であったが、佐藤によれば女嫌いであっ
たわけではなく結婚相手として考えていた女性もい
たものの、恥ずかしがり屋で相手との仲を取り持っ
てくれる人物もいなかったために機会を逃してい
た。また小津は、友人が結婚する際「こういうことは、
そばにいて親切に仲介してくれる人がいないとうま
くゆかない」と語っている。このことから、佐藤は
「（紀子が結婚を決める）矢部という人物は小津の結
婚についての願望が込められていたとも思われる」
としている。
　また、佐伯知紀は本作で描かれている間宮家とい
う家族について「両親と複数の子供たちが揃った、
みたところ過不足ない円満な＜家族＞のようであり
ながら、そこには一点ポッカリと口を開いた暗部が
周到に用意されている」と書いている。佐伯によれ
ば、この「暗部」とは戦死した次男の省二のことで
あり、作中には直接登場しないこの省二という存在
が本作の構成上重要な存在となっている。紀子が矢
部との結婚を突然のように決めてしまうのも、矢部
が亡くなった省二の親しい友人であり、その省二を
紀子がずっと慕っていたからこそ、矢部に亡き兄の
姿を重ねあわせ、兄の不在を埋めるかのように紀子
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は彼のもとに嫁ぐのである、と佐伯は指摘している。
また、アメリカの作家・評論家ダン・シュナイダー
も同様な分析をしている。

４．他作品への影響
　本作に助監督として付いていた今村昌平は、紀子
が帰宅し台所で一人お茶漬けを食べるというシーン
が、後に日活で監督として独り立ちしてから撮った
作品『赤い殺意』に反映されていると『生きてはみ
たけれど 小津安二郎伝』のインタビュー内で語った。
　また映画研究家のデイヴィッド・ボードウェルは、
是枝裕和監督の『歩いても 歩いても』について、「亡
くなった兄の存在」「家族写真」「家長である医師の
父」といったモチーフが、本作や『東京物語』と共
通すると指摘している。

５．その他
　間宮家の二人の子供を演じた村瀬禅（間宮実役）
と城沢勇夫（間宮勇役）は、現在では俳優業を引退
しているが、長野県茅野市で開催された第 13 回小
津安二郎記念・蓼科高原映画祭において、2010 年
10 月 31 日の『麦秋』上映後のトークショーに途中
から参加、同席した淡島千景、山内静夫（『早春』以
降の小津映画のプロデューサー）とともに小津安二
郎の思い出を語った。なお、村瀬は『東京物語』に
も同じ実という役名（苗字は平山）で出演している。
 

　

6．内容理解のための鍵となる小説と音楽
１）「チボー家の人々」Les Thibault　　

（出典：http://100.yahoo.co.jp/detail/
チボー家の人々 /）

　フランスの作家マルタン・デュ・ガールの大河小
説。1922 ～ 40 年刊。『灰色のノート』（1922）、『少
年院』（1922）、『美しい季節』（1923）、『診察』（1928）、
『ラ・ソレリーナ』（1928）、『父の死』（1929）、『1914
年夏』（1936）、『エピローグ』（1940）の八編からなる。
敬虔なカトリック教徒で実業家のオスカル・チボー
の 2人の息子、アントアーヌとジャック、ジャック
の友人でプロテスタントの家庭の息子ダニエルの 3
人の若者を中心に、まず展開されていく。

　アントアーヌは秀才で将来を嘱望される医師で現
実主義者として、ジャックは成功者で典型的なブル
ジョアの父親に反抗し少年院に入れられる理想主義
者として、ダニエルは、母親である美しいフォンタ
ナン夫人の寵愛を一身に受ける、ませた享楽主義者
として描き出され、『チボー家の人々』最初の 6巻
では、これら 3人の主人公が第一次世界大戦前の典
型的なブルジョア家庭で、どのようにしてそれぞれ
思春期を経て異なった三つの人格を形成していくか
が物語られる。
　しかし第七巻の『1914 年夏』になると、焦点は、
数年前家出して革命家の群れに投じ、いま歴史の流
れを止めようとする反戦主義者として現れるジャッ
クと、すでに医師として一家をなしたが歴史の流れ
に翻弄される平凡な市民アントアーヌに絞られ、2
人を通じて大戦直前の緊迫した社会の動きそのもの
が小説の前面にせり出してくる。
　こうした歴史小説としての結構をはっきりとみせ
るこの巻のあとに、そのような歴史への批判とでも
いった形で『エピローグ』がくる。ここでは、反戦
びらをまきながら飛行機事故で墜落したジャックの
死後、ダニエルは戦場で身障者となり、アントアー
ヌも毒ガスのため余命いくばくもないといった、ま
さに崩壊しつつある大戦中のチボー、フォンタナン
両家が描かれる。
　そしてその全編を貫くのは、ジャックとダニエル
の妹ジェンニーとの間に生まれた遺児ジャン・ポー
ルへのかすかな希望がかいまみられるにせよ、いま
や歴史への深い懐疑を抱き出した、死を待つアント
アーヌの灰色の思念にほかならない。こうして二つ
の家族の歴史は、そのまま第一次大戦そのものの歴
史とぴったり重なり合い、ここにたぐいまれなみご
とな歴史小説が完成される。

２）「麦と兵隊」　　
（出典：http://100.yahoo.co.jp/detail/ 麦と兵隊 /）

　火野葦平の中編小説。1938 年（昭和 13）8月『改
造』に発表。同年 9月改造社刊。歩兵伍

ごちょう

長（の身分
で報道部員として、日中戦争の徐州作戦に参戦した
従軍日記で、徐州へ向けて上海を出発した 5月 4日
から、任務を終えて上海に帰ることの決まった 22
日までの従軍の模様が記されている。戦記とはいえ、
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激しい戦闘描写はほとんどなく、兵隊の日常生活や
広漠と続く麦畑の中を行軍する部隊のようすや中国
民衆の姿や村の風景が、淡々とした筆致で描かれて
いるだけであるが、素朴な表現と誠実な作者の人柄
が読者の胸を打つ。兵士が戦場から送ったという臨
場感と生々しさが反響をよんで、単行本は空前のベ
ストセラーとなった。続く『土と兵隊』（1938）、『花
と兵隊』（1938 ～ 39）とともに作者のいわゆる「兵
隊三部作」をなす。

３）「Home Sweet Home」
（参照：http://100.yahoo.co.jp/detail/ 埴生の宿 /）

　邦題「楽しきわが家」「埴生の宿」。イギリスの作
曲家ビショップ（1786―1855）の代表作。1820 年
にシチリア風のリズムで作曲した旋律を、23年ロン
ドン初演のオペラ『クラリ、またはミラノのおとめ』
のなかで現在の形に変えたもの。作詞Ｊ・Ｗ・ペー
ン。この郷愁に満ちた旋律は「埴生の宿はわが宿
……」（貧しい小屋に住んでいるが、自然の美しさが
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わが家を飾っている）の歌詞を付してわが国の小学
校唱歌に取り入れられ、広く親しまれるところとなっ
た。1889 年（明治 22）の『中等唱歌集』に収められ、
映画、ドラマなどでも度々使われており、『ビルマの
竪琴』『火垂るの墓』『純情きらり』等が広く知られる。
また、特撮ドラマ『仮面ライダーV3』で主人公のお
気に入りの曲である一面が見られた。
　近年では、2004 年（平成 16年）に B-DASH（ア
ルバム『ビッグブラックストア（連絡しろ）』に収録）
が、2007 年（平成 19年）にキリンジ（参加したア
ルバム『にほんのうた 第一集』に収録）がカバーし
ている。ＮＨＫの連続テレビ小説「純情きらり」の
中では主人公がオルガンで、「ゲゲゲの女房」の中
では、ヒロインの村井布美枝（松下奈緒）が時々歌
うシーンがある。
 
日本語版　「埴生の宿」　訳詞：里見義

１　埴
はにゅう

生の宿も 我が宿 
　　玉の装ひ 羨

うらや

まじ 　　
　　長

のどかなり

閑也や 春の空 
　　花はあるじ 鳥は友 　　
　　おゝ 我が宿よ 
　　たのしとも たのもしや 
２　書

ふみ

読む窓も 我が窓 
　　瑠

る り

璃の床も 羨まじ 　　
　　清らなりや 秋の夜半（よは /よわ） 
　　月はあるじ むしは友 　　
　　おゝ 我が窓よ 
　　たのしとも たのもしや

 

7．映像の象徴性
１）いらかぐもについて：
　麦秋は夏を表す。しかし、最終場面では秋の「いらか雲」
の空が演出される。この齟齬は何かを象徴しているよう
に感じられるが、それが何であるかは検討を要する。
２）最終場面の奈良の風景について
　明らかに三輪三山であるが、その山は巻向、三輪、畝
傍のいずれか私には不明である。この土地を「故郷」と
して据えることは小津安二郎の「原点回帰」的なコンセ
プトを象徴しているように感じられる。

8．構図、配置
　この点に関しては以下の点が顕著であった。
・シンメトリー
・相似形
・食事場面の人物配置
・クレーンショット

９．映画から受けるメッセージ
　「私たちは良い方ですね」という台詞から「ほど
ほどの生き方が本当の幸せである」というメッセー
ジが読み取れる。その幸せは中産知識層の幸せであ
り、以下の場面からもこのことが明白である。

マチス風壁画、額絵、歌舞伎座、
北鎌倉、医師、ショートケーキ、洋食、

英文タイプライター、小切手
↓

中産知識層の幸せ

10．議論のポイント
　この映画の鑑賞後には、以下の様なトピックスな
ら議論が活性化するのではないだろうか。
１）ほどほどの生き方と幸福感について
２）子どもの状況および、子どもに対する接し方
３）男性観
　　・40第独身男　・年の差　・子連れ男との結婚　等々
４）結婚観
５）不在
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